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岡
山
県
か
ら
建
物
を
無
償
譲

渡
（
土
地
は
無
償
貸
与
）
さ
れ

た
旧
県
立
吉
備
路
郷
土
館
（
上

林
）
を
、
美
術
工
芸
品
の
収
蔵

庫
や
展
示
施
設
と
し
て
活
用
す

る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

今
年
度
は
建
物
の
設
計
を
行

い
、
平
成
２５
年
度
に
改
修
工
事

を
行
う
予
定
で
、
平
成
２６
年
４

月
の
開
館
を
目
指
し
ま
す
。

吉
備
路
の
森
文
化
館
（
仮
称
）

と
し
て
、
１
階
は
市
が
所
有
す

る
美
術
工
芸
品
の
収
蔵
庫
と
し

て
活
用
。
２
階
は
市
民
が
作
品

発
表
で
き
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
総

社
市
ゆ
か
り
の
作
家
の
作
品
展

示
室
、
出
土
遺
物
や
パ
ネ
ル
展

示
な
ど
に
よ
る
吉
備
路
の
ガ
イ

ダ
ン
ス
室
に
す
る
計
画
で
す
。

収
蔵
庫
の
整
備
で
、
分
散
し

て
い
る
市
所
有
の
美
術
工
芸
品

を
良
い
保
存
状
態
で
集
中
管
理

す
る
こ
と
が
で
き
、
新
た
な
作

品
の
収
集
に
も
活
用
で
き
ま

す
。
ま
た
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
整

備
で
、
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
市

図
書
館
の
３
階
展
示
室
に
加

え
、
作
品
発
表
の
場
が
増
え
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

旧
県
立
吉
備
路
郷
土
館
は
平

成
２０
年
６
月
、
岡
山
県
の
財
政

危
機
宣
言
を
受
け
、
総
社
市
で

活
用
す
べ
く
協
議
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。
当
初
は
改
修
費
２
億

８
０
０
０
万
円
を
か
け
、
美
術

館
と
し
て
の
活
用
を
目
指
し
て

い
ま
し
た
が
、
県
と
市
の
財
政

負
担
割
合
を
め
ぐ
る
問
題
で
、

市
の
負
担
が
重
く
な
る
こ
と
か

ら
市
議
会
が
反
対
。
最
終
的
に

は
昨
年
１１
月
、
収
蔵
施
設
と
し

て
、
県
の
支
援
の
範
囲
内
（
７

１
０
０
万
円
）
で
改
修
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ

文
化
課
文
化

振
興
係
（
1
(2
３
４
９
１
）

吉備路
郷土館
の活用

県
か
ら
譲
渡
さ
れ
る
旧
県
立
吉
備
路
郷
土
館

美
術
工
芸
品
の
収
蔵
庫
や
展
示
施
設
で
活
用

今
年
度
は
、
改
修
に
必
要
な
建
物
の
設
計
を
実
施
。
平
成
２６
年
４
月
の
開
館
を
目
指
す

収蔵庫や展示施設
として活用するた
め、１月２７日に無
償譲渡の申請書を提
出した

平成２２年３月末に閉館した旧県立吉備路郷土館。備中国分寺の東約４００ｍに位置する

国民文化祭で育った小さな文化の芽をあなたの力で育てていきませんか♪
次の４部門で募集します。参加を希望する人や団体は、事務局に備え付けの参加申込書に
必要事項を記入し、事務局まで持参かファクシミリ、郵送で申し込みをしてください。

◆中心事業
①舞台部門（演劇や音楽など）
②造形部門（絵画や工芸など）
◆協賛事業
③パフォーマンス部門（日ごろの成果を披露）
④おもてなし部門（会場を花で飾ったり、飲食でおもてなししたりするなど）

申込期限 ６月３０日（土）
詳しい内容は下記までお問い合せください。

総社芸術祭は平成２５年以降、隔年で開催し、舞台部門と造形部門を公募で募集すること
で、高いレベルのイベントを開催し、総社市の芸術文化レベルの向上を図り、全国発信を目
指すものです。

◆テーマ◆

～赤と黒～
今吉備野を渡る真紅の薫り漆黒の響き

問い合わせ 総社芸術祭事務局（総社市総合文化センター内）
1９２－３４９１ 5９２－３４９２ E-mail：bunka@mx2.kct.ne.jp、〒７１９－１１３１ 中央三丁目１－１０２

開催期間　平成２５年

５月１９日（日）～２６日（日）

参加者・参加団体を募集


